
岡⼭市可燃ごみ広域処理施設整備・運営事業

（建設工事）
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１．本事業の概要

事業名称：岡山市可燃ごみ広域処理施設整備・運営事業

施設規模：200t/日（100t/日×2炉）

工事期間：2022年4月1日～2027年3月31日

施工業者：タクマ・奥村・大本・大建特定建設工事共同企業体

工事工程表

令和4（2022）年度 令和5（2023）年度 令和6（2024）年度 令和7（2025）年度 令和8（2026）年度

実施設計

解体撤去工事

建築工事

プラント工事

4 7 10 1 4 7 10 1 4 7 10 1 4 7 10 1 4 7 10 1 4

イメージパース
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２．工事位置図

仮設事務所イメージ
通勤⾞両ルート

作業員ルート

⼯事⾞両ルート
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３．⼯事⾞両通⾏ルート
注意事項
・第三者優先とし、安全確認、交通ルールを厳守します。
・法定速度での走行を厳守し、アイドリングストップな
ど適切な運転指導を徹底します。

凡例
工事車両ルート
通勤車両ルート

工事現場

事務所



薬局
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４．総合仮設計画

交通誘導員（常時）

【仮囲い設置】／2022年5月～2022年6月（予定）
【解体工事】／2022年6月～2024年10月（予定）

岡山市立市民
温水プール

公園

交通誘導員の配置

仮囲いの設置

凡例
工事車両動線

西側ルート

解体建物

仮設⽔処理設備

道路占⽤範囲

W=1.0ｍ

道路占⽤範囲
W=0.7ｍ

誘

⼯事状況によって仮
囲いを広げます



薬局
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【建築・プラント工事】／2024年10月～2027年3月（予定）

４．総合仮設計画

交通誘導員（常時）

岡山市立市民
温水プール

公園

クローラークレーン

凡例
工事車両動線

新設建物

西側ルート

仮設⽔処理設備
誘
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５．⼯事施⼯について

１．作業時間及び休日
作業時間：８時より １７時まで（作業準備・片付けは前後1時間程度）
※例外：コンクリート打設時 7時半より １８時半まで

※コンクリート表面仕上げは終了まで
休 日 ：日曜日・祝日

６時 ７ ８ ９ １０ １１ １８ １９ ２０ ２１時１２ １３ １４ １５ １６ １７

６時 ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ ２１時１６ １７ １８ １９ ２０

～８時：
作業準備

８時半～１7時：
作業時間

１7時～：
後片付、清掃

8時～８時半：
朝礼

～７時：
作業準備

７時半～１８時半：
作業時間

１８時半～：
後片付、清掃

７時～７時半：
朝礼

（通常作業時）作業時間のイメージ

作業時間のイメージ （コンクリート打設時）

表面仕上
（コンクリート
表面仕上げ）



５．⼯事施⼯について

２．騒音・振動対策
1 ）建設機械は低騒音型のものを使用します。

２）デジタル騒音振動・粉塵計を設置し、常時監視いたします。

３）外部足場にはシート張りを行い、騒音の抑制・粉塵の飛散防止します。

４）工事車両のアイドリングストップを励行し、騒音振動のみならず、
排気ガスの排出も抑えます。

建設機械 騒音振動・粉塵計の設置

8

騒音振動計

粉じん計
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５．⼯事施⼯について

３．地盤沈下対策

山留め

山留め

遮水性の高い山留め工法による

遮水壁を構築し、プール状に

する事で内部のみ地下水位を

下げ、地下工事を行います。

地下⽔

地下⽔
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５．⼯事施⼯について

４．変位モニタリング

50m

100m

変 位 モ ニ タ リ ン グ 範 囲

地下水のくみ上げによる地
盤への影響の有無を把握す
るため工事区域外の地表面
や既設構造物に観測点（30

か所）を設置し、測量機器に
より変位の測定を1回/月の
頻度で行います。

測定箇所は現場周囲より
50~100ｍ程度の範囲内
にて設置します。
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1. 解体施工要領（焼却施設解体手順）

①ダイオキシン類アスベ
スト対策仮設工事

②除染作業

③プラント機器解体

④建物解体

⑤工事完了

６．解体⼯事

養生状況

調査状況

洗浄状況

機器解体状況

躯体解体状況

汚染確認

最終処分

廃棄物搬出
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６．解体⼯事

２． 解体施工要領（内部解体手順）

さらに、除染期間中は既存建物を活用して管理区域を明確化することで、

ダイオキシン類の暴露防止を努めてまいります。

プラント設備の解体を既存建物を残した状態で行うこと

により、除染・解体・搬出の工程を建物内部に限定することが可能

となります。

重量物の解体を

建物にて区画する

事で他者への安全

を確保し、外部へ

の飛散対策が両立

出来ます。

内部解体イメージ
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３．アスベスト（石綿）除去工事

○お知らせ看板設置

○事前清掃

○作業場所養生

○石綿含有建材撤去（噴霧器等で湿潤し、飛散を防止しながら実施）

○廃材搬出

【イメージ】

石綿看板(お知らせ看板)※参考 作業場所養生イメージ 噴霧器(除去作業中の湿潤)

６．解体⼯事

石綿看板(お知らせ看板)※参考 作業場所養生イメージ 噴霧器(除去作業中の湿潤)
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４．粉じん対策

粉じん・騒音防止
防音シートで建物を囲う

コンクリート
圧砕器

外部足場への防音シート張りと、徹底した散水で粉じんの抑制に
努めてまいります。

６．解体⼯事

散水状況 解体重機

散水

シート養生
イメージ
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施工イメージ①
コンクリート工事杭工事

７．建築・プラント⼯事
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７．建築・プラント⼯事

鉄骨工事

建物イメージ

施工イメージ②
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７．建築・プラント⼯事

施工イメージ③

ボイラ水管

蒸気タービン

蒸気復水器

プラント工事
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焼却炉内

ごみピット

７．建築・プラント⼯事

施工イメージ④

完成状況

全景イメージ
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◆安全確保について
（1）労働基準監督署等関係諸官庁と協議の上、
ダイオキシン対策、アスベスト対策、仮設足場等の
安全設備の設置を行います。

◆環境保全について
（1）関係法令に基づき有害物質を取扱いを行います。
（2）コンクリート造の解体、石綿作業主任者、ダイオキシン
類業務の作業指揮者等、適正な有資格者を配置し、
各作業員に対し教育を行います。

（3）足場への防音シート張り、低騒音型の重機の使用に
よる騒音対策の実施を行います。

近隣住民の皆様、第三者ならびに労働者の安全確保と
環境保全に努めます。

８．作業所の安全・環境管理
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最後に

近隣の皆様にご迷惑をお掛けしないよう安全に
工事いたします。

皆さまのご理解とご協力を

お願いいたします。

ご清聴ありがとうございました。


